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　人ロの動き
　　8月1日現在一
男4，250（十4）
女4，320（一7）
計8，570（一3）
世帯数2，261（一1）

　（）は前月比較



　任期満了による町議会議員の一般選挙は、7月29日告

示され、同日立候補届けの受け付けが行われました。立

候補は、定数を1人オーバーの19人となり、選挙戦に突

入しました。投票は、8月3日の午前7時から午後6時

まで、町内17投票所で実施されました。即日、午後7時

30分から総合’tzンターで開票が行われ、新町議会議員18

人が誕生しました。投票率は91．03パーセントでした。

投
票
の
状
況

★
当
日
の
有
権
者
数

　
男
…
…
…
…
…
…
ご
一
、
二
七
五
人

　
女
…
…
…
…
…
：
去
一
、
四
五
五
人

　
計
…
…
…
…
…
…
六
、
七
三
〇
人

★
投
票
者
数

　
男
…
…
…
…
…
…
二
、
九
三
六
人

　
女
…
…
…
…
…
…
一
一
一
、
一
九
〇
人

　
計
…
…
…
…
…
…
六
、
一
二
六
人

★
投
票
率

　
男
…
…
…
…
…
…
八
九
・
六
五
％

　
女
…
…
…
…
…
…
九
二
・
三
三
％

　
　
計
…
…
…
…
…
…
九
一
・
〇
三
％

★
投
票
総
数
の
う
ち

　
有
効
投
票
…
…
…
六
、
〇
六
〇
票

　
　
無
効
投
票
…
…
…
…
…
…
六
六
票

★
投
票
者
別
の
得
票
状
況
は
、
開
票
結

果
の
と
お
り
で
す
。
　
（
按
分
に
よ
る
小

数
点
以
下
は
切
り
捨
て
ま
し
た
）

　
新
構
成
の
町
議
会
は
、
九
月
一
日
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後
四
年
間
、
皆

さ
ん
が
選
ん
だ
代
表
の
活
躍
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

（
届
け
出
順
に
掲
載
・
敬
称
略
）

戸
田
哲
次
（
仁
田
・
6
5
歳
）

田
口
直
人
（
木
落
・
51
歳
）

高
橋
幸
　
（
赤
谷
・
51
歳
）

北
村
公
男
（
山
野
田
・
52
歳
）

金
子
澄
男
（
岩
瀬
・
6
0
歳
）

丸
山
重
信
（
根
深
・
58
歳
）

戸
田
禎
　
（
仁
田
・
51
歳
）

星
名
富
　

（
沖
立
・
64
歳
）

上
村
晴
夫
（
上
野
・
64
歳
）

村
越
勝
蔵
（
野

口
・
5
3
歳
）

卿
癒

押
木
　
貢
（
元
町
・
54
歳
）

羽
鳥
力
夫
（
伊
友
・
61
歳
）
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．
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開票の結果
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）372票

）346票
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町
で
は
、
行
政
の
情
報
を
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
通
行
の
お
知
ら
せ
だ
け
で
は
不
十
分

な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
家
庭
で
対
話
が
必
要
な
よ
う
に
、

行
政
に
お
い
て
も
対
話
は
不
可
欠
な
要
素
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
皆
さ
ん
の
こ
意
見
や
こ
要
望
な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た
だ

い
て
、
今
後
の
町
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

四
月
号
の
本
紙
の
中
に
、
　
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
言
や
意

見
」
を
は
が
き
形
式
で
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
4
～
6
月
に
到
着
し
た
も
の
で
、
回
答
の
必
要
が
あ
り
、
差
し

出
し
人
の
明
ら
か
な
も
の
で
、
全
町
的
・
建
設
的
な
も
の
に
つ
い

て
こ
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
歳
・
女
性
）

①
信
濃
川
堤
防
（
木
落
の
川
辺
）
に
桜

を
植
え
、
花
見
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

ら
ど
う
か
。

②
町
内
の
順
番
を
決
め
、
千
手
温
泉
利

用
者
の
た
め
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

な
い
か
。

①
堤
防
は
、
河
川
の
増
水
時
に
私
た
ち

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
状
で
は
い
ろ
い

ろ
の
規
制
が
あ
り
、
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
後
、
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て
、
要
望
に
沿
え
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

②
現
在
、
公
的
交
通
手
段
の
な
い
地
域

や
障
害
者
家
族
な
ど
で
、
千
手
温
泉
の

利
用
が
困
難
な
方
々
に
、
週
に
一
回
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
い
ま
す
。
現
状
ど
お
り
で
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
道
2
5
2
号
栄
橋
付
近
か
ら

沖
立
地
内
の
堤
防
を
臨
む

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
歳
・
男
性
）

①
国
・
県
道
に
お
い
て
、
未
だ
に
通
学

道
路
と
し
て
不
十
分
の
所
も
あ
る
。
早

期
整
備
と
、
整
備
に
向
け
た
陳
情
は
不

足
し
て
い
な
い
の
か
。

①
国
・
県
道
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
が

管
理
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
も

任
せ
っ
き
り
で
は
な
く
、
機
会
あ
る
ご

と
に
積
極
的
に
関
係
機
関
に
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
一
方
、
来
年
度
以
降
、
新
た
な
公
共

事
業
予
算
は
厳
し
い
抑
制
が
打
ち
出
さ

れ
、
継
続
事
業
を
優
先
し
、
各
種
補
助

金
に
つ
い
て
も
聖
域
な
く
整
理
が
図
ら

れ
る
厳
し
い
状
況
で
す
。
何
は
と
も
あ

れ
、
公
共
事
業
の
採
択
の
一
歩
は
要
望

か
ら
始
ま
る
の
で
、
一
番
効
果
的
の
方

法
を
考
え
、
今
後
と
も
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
歳
・
男
性
）

①
人
口
減
少
と
老
人
家
庭
の
増
加
に
伴

　
い
、
さ
ら
な
る
福
祉
の
充
実
を
進
め
て

ほ
し
い
。

②
若
い
人
が
留
ま
る
企
業
の
誘
致
や
さ

ら
な
る
団
地
の
造
成
な
ど
、
積
極
的
な

施
策
を
願
い
た
い
。

③
温
泉
に
付
随
し
た
観
光
開
発
や
宿
泊

施
設
、
食
堂
の
完
備
、
土
産
・
野
菜
販

売
所
な
ど
の
施
設
の
拡
充
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

　
ま
た
、
温
泉
熱
を
利
用
し
た
施
設

　
（
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
ス

ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
を
整
備
し
、

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
た
ら
ど
う
か
。

①
国
保
診
療
所
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、

拠
点
と
な
る
施
設
整
備
が
一
応
完
了
し
、

在
宅
福
祉
対
策
を
中
心
と
し
て
福
祉
・

保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
住
民
の
皆
様
の
ご
意
向
を

う
か
が
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
の
構
築
に
向
け
て
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

②
北
越
北
線
の
開
通
、
上
野
地
区
国
道

交
差
点
改
良
な
ど
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
地
域
住
民

の
二
i
ズ
あ
っ
た
企
業
誘
致
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
を
展
望
し
、
労
働
力
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
住
宅
団
地
造
成
は
不

可
欠
で
あ
り
、
平
成
八
年
度
に
山
野
田

地
区
に
二
十
六
区
画
の
住
宅
団
地
造
成

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
住
民
の
要
望
に
沿
っ
た
住

宅
団
地
造
成
は
、
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
現
在
、
「
賑
わ
い
空
間
創
出
事
業
」

と
し
て
位
置
付
け
、
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
住
民
か
ら
積
極
的
に
係
っ

て
い
た
だ
き
、
提
言
を
い
た
だ
く
中
で
、

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
6
月
に
分
譲
さ
れ
た
山
野
田
原

住
宅
団
地
に
新
築
さ
れ
た
住
宅

鍵灘
　
灘
繍

　
　
鐘蓑

　
　
灘

　
　
鞭
藁

　
　
騰

　
　
翻

　
　
囎

　
　
毒
…

・
難
灘

語
　

　㎜

難

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
歳
・
男
性
）

①
川
西
の
自
然
の
豊
か
さ
を
生
か
し
て

女
子
短
大
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

②
温
泉
熱
を
利
用
し
て
、
ド
ー
ム
式
の

生
・
植
物
園
の
建
設
、
あ
る
い
は
、
川

西
町
の
美
し
い
星
座
が
見
れ
る
よ
う
科

学
館
の
建
設
を
望
む
。

①
大
学
な
ど
、
高
等
教
育
機
関
の
設
立

　
・
誘
致
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
取
り

組
み
の
中
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
設
立
、
誘
致
に
は
莫

大
な
財
政
負
担
も
伴
い
、
資
金
確
保
が

最
大
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
財
政
的

に
弱
い
当
地
域
に
お
い
て
は
、
そ
の
現

実
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
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②
現
在
、
「
賑
わ
い
空
間
創
出
事
業
」

と
し
て
位
置
付
け
、
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
住
民
か
ら
積
極
的
に
係
っ

て
い
た
だ
き
、
提
言
を
い
た
だ
く
中
で
、

魅
力
あ
る
施
設
整
備
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

かつては全寮制大学の誘致の話も話題に

あがった中子台地

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
歳
か
男
性
）

　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ご

①
信
濃
川
堤
防
に
苺
を
植
え
、
町
の
特

産
と
し
て
は
ど
う
か
。

①
堤
防
は
、
河
川
の
増
水
時
に
私
た
ち

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
安
全
施

設
と
し
て
建
設
さ
れ
、
管
理
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
堤
防

に
作
物
を
栽
培
す
る
な
ど
、
い
わ
ば

　
「
農
地
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
現

状
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た

趣
旨
に
は
、
特
産
品
開
発
は
も
つ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
と
ら

ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
捉
え
、
研
究
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
示
竣
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、

た
し
ま
す
。

＋
分
に
参
考
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
歳
・
男
性
）

①
ぜ
ん
ま
い
の
調
理
方
法
も
食
べ
方
も

知
ら
な
い
人
に
、
町
あ
る
い
は
農
協
で
、

ぜ
ん
ま
い
の
食
べ
方
を
説
明
し
た
入
れ

物
（
袋
）
を
作
成
し
、
希
望
者
に
実
費

で
お
分
け
し
て
は
ど
う
か
。

①
町
内
の
風
無
草
の
会
・
郷
土
料
理
研

究
会
の
皆
様
が
発
行
さ
れ
た
「
じ
ろ
ば

た
」
の
中
に
、
　
「
ぜ
ん
ま
い
煮
」
に
限

ら
ず
、
　
「
ち
ま
き
」
や
「
じ
ゃ
が
い
も

の
煮
っ
こ
ろ
が
し
」
な
ど
の
作
り
方
が

載
っ
て
お
り
ま
し
た
。
調
理
の
方
法
の

み
な
ら
ず
、
伝
統
行
事
に
ま
つ
わ
る
話

な
ど
載
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ

ご
紹
介
し
ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
歳
・
女
性
）

①
川
西
町
は
、
こ
の
先
、
十
日
町
市
と

合
併
す
る
方
向
に
あ
る
の
か
。

②
今
後
、
U
タ
ー
ン
を
考
え
る
者
で
あ

る
。
高
齢
化
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
か
。

③
お
い
し
い
魚
沼
米
を
も
っ
と
生
産
し
、

全
国
の
人
に
提
供
し
た
方
が
良
い
。
こ

の
ま
ま
減
反
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

①
合
併
は
、
行
政
が
主
導
す
る
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
住
民
の
主
体
的
な

意
思
の
も
と
で
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て

進
め
ら
れ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
状
で
は
、
合
併
し
た
い
と

い
う
町
民
の
意
思
は
薄
く
、
熟
度
も
低

日
本
一
う
ま
い
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
生
み
出
す
圃
場

い
と
認
識
し
て
お
り
、
合
併
間
題
の
議

論
は
時
期
尚
早
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
全
国
的
な
社
会
現
象
と
し
て
少
子
化

傾
向
に
あ
り
、
町
に
お
い
て
も
出
生
率

は
低
下
し
、
人
口
の
減
少
は
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
人
口

増
対
策
と
し
て
、
乳
幼
児
医
療
費
の
負

担
や
保
育
料
の
軽
減
対
策
を
講
じ
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
な
お
一

層
の
福
祉
・
保
健
事
業
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

③
今
の
日
本
は
、
米
の
生
産
量
と
消
費

量
に
大
き
な
開
き
が
生
じ
、
年
間
消
費

量
の
約
三
割
に
あ
た
る
米
が
余
る
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
幅
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
現
状

に
お
い
て
、
稲
作
農
家
の
所
得
安
定
を

図
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
米
の
需
給
バ

ラ
ン
ス
を
確
保
し
て
、
米
価
の
大
幅
な

下
落
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
米
の
減
反

に
よ
る
生
産
調
整
は
、
米
全
体
の
需
給

事
情
を
無
視
し
た
生
産
の
振
興
は
図
れ

な
い
こ
と
を
基
本
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
歳
・
女
性
）

①
町
の
立
地
環
境
か
ら
す
る
と
「
上
野
」

が
一
番
利
便
性
が
あ
り
、
そ
こ
に
役
場

や
い
ろ
い
ろ
の
施
設
を
集
約
し
、
全
町

一
小
学
校
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
休
憩
・
娯
楽
・
観
賞
が
で
き
、

プ
ー
ル
や
図
書
館
も
あ
る
超
便
利
な
、

町
外
の
人
を
集
客
で
き
る
施
設
を
作
っ

て
は
ど
う
か
。

①
町
の
長
期
計
画
の
中
で
、
各
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
地
域
別
振
興
方
向
と

し
て
、
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

窯
錨
講
難

繍

liii難曇繍

国
道
2
5
2
号
と
県
道
小
千
谷
十
日
町

津
南
線
上
野
交
差
点
付
近

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
上
野
地
区
は
、

国
道
二
五
二
号
と
県
道
の
交
差
点
改
良

事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
事
業

と
合
わ
せ
た
整
備
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の

特
性
を
考
慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

整
備
推
進
を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
寄
せ
集
め
的

な
も
の
、
ば
ら
ま
き
的
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
娯
楽
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
　
「
新

し
い
賑
わ
い
空
間
創
出
」
に
向
け
て
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
な

ど
し
て
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
歳
・
男
性
）

①
渋
海
川
に
は
下
水
が
流
れ
込
ん
で
い

る
の
で
、
い
わ
な
、
や
ま
め
の
住
め
る

川
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

①
渋
海
川
の
上
流
域
に
位
置
す
る
高
倉
、

小
脇
、
室
島
、
田
戸
集
落
及
び
下
流
域

に
位
置
す
る
大
倉
、
大
臼
倉
、
小
臼
倉

集
落
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
六
年
度

か
ら
十
三
年
度
ま
で
に
全
戸
の
水
洗
化

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
流

域
に
位
置
す
る
中
仙
田
、
赤
谷
、
岩
瀬

集
落
は
、
平
成
五
年
度
か
ら
十
年
度
で

汚
水
処
理
施
設
を
完
了
し
て
、
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
を
処
理
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
の
で
、
徐
々
に
渋
海
川
の

水
質
保
全
に
寄
与
で
き
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
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お
客
様
の
ご
利
用
が

住
民
課
の
窓
口
業
務

一
番
多
い

　
　
　
　
欄

　
　
雛
轟

　
　
　
贅鑑
鰭

奪
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
醗
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
歳
・
男
性
）

①
な
ぜ
役
場
は
土
・
日
曜
に
休
む
の
か
。

な
ぜ
、
五
時
ま
で
し
か
や
ら
な
い
の
か
、

住
民
主
体
の
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
を
進

め
て
ほ
し
い
。

①
役
場
の
職
員
、
す
な
わ
ち
地
方
公
務

員
の
勤
務
時
間
は
条
例
で
定
め
、
基
本

的
に
は
労
働
基
準
法
が
適
用
さ
れ
、
一

日
八
時
間
、
一
週
間
四
十
時
間
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
で
は
、
現
在
、
一
日
に

お
い
て
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
十
五
分
ま
で
の
八
時
間
、
週
四
十
時

間
勤
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
勤
め
人
な
ど
、
平
日
役
場
に
行
き
に

く
い
方
か
ら
は
、
土
曜
日
や
午
後
五
時

以
降
も
開
庁
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
、
職
員
の
勤
務
体
系
や
、
業
務

の
範
囲
、
労
働
時
間
を
短
縮
し
、
ゆ
と

り
あ
る
生
活
確
保
と
い
っ
た
社
会
的
背

景
も
あ
り
、
現
実
的
に
は
難
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
現
状
の
時
間
帯

の
中
で
町
民
の
ご
期
待
に
添
え
ら
れ
る

よ
う
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
親
切
で

分
か
り
や
す
い
対
応
、
正
確
か
つ
迅
速

な
事
務
処
理
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
歳
・
女
性
）

①
保
健
事
業
年
間
計
画
表
の
全
戸
配
布

が
な
く
、
子
ど
も
の
検
診
な
ど
の
情
報

が
得
に
く
く
て
困
っ
て
い
る
。

②
町
の
乳
幼
児
検
診
の
時
期
が
遅
れ
が

ち
で
と
て
も
不
安
で
あ
る
。

③
真
夏
に
予
防
接
種
を
す
る
な
ど
、
小

さ
な
子
ど
も
の
体
調
を
考
え
に
入
れ
な

い
、
一
方
的
な
都
合
と
し
か
思
え
な
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
小
さ
な
子
ど
も

に
も
目
を
向
け
た
や
さ
し
い
保
健
行
政

を
希
望
し
ま
す
。

①
経
費
の
節
減
と
事
務
の
合
理
化
を
図

る
た
め
、
平
成
九
年
度
か
ら
廃
止
を
し

例
年
実
施
さ
れ
て
い
る
乳
幼
児

健
診
の
よ
う
す

た
と
こ
ろ
で
す
。
あ
る
程
度
長
期
的
な

予
定
が
知
り
た
い
と
い
う
方
の
た
め
に
、

ワ
ー
プ
ロ
印
刷
で
は
あ
り
ま
す
が
乳
幼

児
検
診
・
予
防
接
種
の
年
間
計
画
表
を

作
成
し
、
乳
幼
児
検
診
・
予
防
接
種
会

場
に
持
参
し
、
希
望
さ
れ
る
方
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

②
健
診
月
齢
と
対
象
月
齢
の
相
違
す
る

主
な
理
由
と
し
て
は
、
対
象
児
数
が
少

な
い
こ
と
か
ら
、
対
象
を
三
～
六
か
月

の
幅
で
一
緒
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
や
、

複
数
の
健
診
を
ま
と
め
て
誕
生
月
健
診

と
し
て
一
緒
に
実
施
す
る
難
し
さ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
県
の
実
施
要
綱
で
も

対
象
者
に
幅
が
持
た
せ
て
あ
る
こ
と
な

ど
を
参
考
に
、
実
施
月
齢
を
決
め
て
い

ま
す
。

③
改
正
前
の
予
防
接
種
法
（
平
成
六
年

七
月
一
日
）
に
お
い
て
は
、
望
ま
し
い

実
施
時
期
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

の
っ
と
っ
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
改
正
後
の
同
法
に
は
接
種
時
期

が
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

従
前
か
ら
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
し
て
い

ま
す
。

　
真
夏
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
町
が

豪
雪
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
診
者
の

足
の
便
な
ど
を
考
え
、
四
月
か
ら
十
二

月
の
間
を
基
本
に
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
体
力
の
落
ち
る
真
夏
を
避
け
た
場

合
、
ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
終

了
が
一
月
末
以
降
に
な
る
も
の
と
思
わ

れ
、
風
邪
な
ど
の
心
配
も
出
て
き
ま
す
。

　
今
後
、
予
防
接
種
医
師
と
協
議
し
て

　
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

桜の花見ができるのは、おおよそ10年くらいはかかります

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
歳
・
女
性
）

①
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
芝
生
付
近

に
桜
を
植
栽
し
て
、
花
見
や
ピ
ク
ニ
ッ

ク
な
ど
で
楽
し
ま
れ
る
よ
う
に
し
た
ら

ど
う
か
。

①
芝
生
広
場
の
周
り
に
は
、
桜
の
木
を

植
栽
し
て
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ

幼
木
の
た
め
花
見
を
楽
し
む
ま
で
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
総
合
緑
地
公
園
整
備
を
進
め

て
い
く
中
で
、
よ
り
多
く
の
方
々
か
ら

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
歳
・
男
性
）

①
千
手
温
泉
に
ホ
テ
ル
形
式
の
宿
泊
施

設
と
、
松
葉
荘
の
拡
張
充
実
を
。

②
喜
寿
を
迎
え
た
男
女
に
対
し
、
千
手

温
泉
の
無
料
利
用
は
で
き
な
い
か
。

①
現
在
、
千
手
温
泉
一
体
の
地
域
を
、

宿
泊
施
設
を
含
め
、
　
「
賑
わ
い
空
間
創

出
事
業
」
の
中
で
総
合
的
に
機
能
さ
れ

た
施
設
計
画
を
研
究
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
町
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

未
来
に
展
望
で
き
る
計
画
が
実
現
す
る

こ
と
を
念
願
し
て
い
ま
す
。

　
松
葉
荘
の
拡
張
充
実
に
つ
い
て
は
、

周
辺
施
設
の
整
備
を
進
め
、
利
用
価
値

を
高
め
て
い
き
た
い
。
松
葉
荘
の
入
り

込
み
客
満
杯
時
の
対
応
と
し
て
、
克
雪

セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
宿
泊
施
設
に
改
造

す
る
な
ど
、
利
用
価
値
を
高
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
温
泉
の
利
用
価
格
も
、
利
用
者
に
親

し
ん
で
も
ら
え
る
価
格
の
設
定
と
し
て

あ
り
ま
す
し
、
喜
寿
の
方
に
限
ら
ず
、

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
、

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
た
め
に
、
入
湯
税
を
免
除
し
て

い
ま
す
。

　
　
｛
多
榊喋撫

響

離
縄

　
　
鞭

　
　
灘

　
　
　
繍

　
　
　
ロ
　

　
　
　
灘

・

翻
　
　
懸

　
騨
捺
灘

　
灘

　
椰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

連
日
に
ぎ
わ
い
見
せ
て
い
る
千
手
温
泉
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国
の
行
っ
て
い
る
児
童
福
祉
政
策
の

中
か
ら
、
今
回
は
次
の
二
つ
の
制
度
を

紹
介
し
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
制
度
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど
に

よ
り
、
父
と
生
計
を
同
じ
に
し
な
く
な

っ
た
児
童
の
養
育
者
に
対
し
、
手
当
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。
母
子
家
庭
な
ど

の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。◆

手
当
の
支
給
対
象
者
は

　
十
八
歳
ま
で
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
や
、
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
①
父
母
が
離
婚

　
②
父
が
死
亡

　
③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る

　
④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

　
⑤
父
か
ら
一
年
以
上
現
在
ま
で
置
き

　
　
去
り
に
さ
れ
て
い
る
児
童

　
⑥
父
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上
拘
禁

　
　
さ
れ
て
い
る
児
童

　
⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

　
　
た
児
童
（
い
わ
ゆ
る
未
婚
の
母
の

　
　
子
。
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
る
場

　
　
合
は
除
く
）

　
　
す
て
ご

　
⑧
棄
児
な
ど

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
．

　
①
児
童
が
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る

　
　
こ
と
が
で
き
る

　
②
児
童
が
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ
と

　
　
が
で
き
る

　
③
児
童
が
母
の
配
偶
者
に
養
育
さ
れ

　
　
て
い
る

　
④
母
ま
た
は
養
育
者
が
老
齢
福
祉
年

　
　
金
以
外
の
公
的
年
金
給
付
を
受
け

　
　
る
こ
と
が
で
き
る

　
⑤
児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

　
　
い
る

　
⑥
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か

　
　
ら
五
年
を
経
過
し
て
も
請
求
が
な

　
　
い
と
き

　
ま
た
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
に
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
手
続
き
は

　
認
定
請
求
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、

現
住
所
の
あ
る
役
場
の
福
祉
担
当
窓
口

へ
提
出
し
ま
す
。

〈
添
付
書
類
〉

　
①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

　
（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

　
②
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
、
本

　
　
籍
が
確
認
で
き
る
も
の
）

　
③
所
得
証
明
書
（
転
入
し
た
場
合
）

　
④
そ
の
他
の
必
要
書
類
（
個
別
の
理

　
　
由
に
よ
る
申
立
書
な
ど
）

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
こ
の
制
度
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に

障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童
に
つ

い
て
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。◆

手
当
の
支
給
対
象
者
は

　
精
神
や
身
体
に
、
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未
満
の
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
①
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い

　
　
と
き

　
②
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

　
　
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

　
　
き

　
③
児
童
が
児
童
福
祉
法
な
ど
に
よ
り
、

　
　
施
設
に
入
所
し
て
る
と
き

　
ま
た
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場

合
に
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

◆
手
当
を
受
け
る
手
続
き
は

　
認
定
請
求
書
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、

現
住
所
の
あ
る
役
場
の
福
祉
担
当
窓
口

へ
提
出
し
ま
す
．

〈
添
付
書
類
〉

　
①
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

　
（
外
国
人
の
方
は
登
録
済
証
明
書
）

　
②
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
、
本

　
　
籍
が
確
認
で
き
る
も
の
）

　
③
指
定
さ
れ
た
様
式
の
診
断
書
（
療

　
　
育
手
帳
が
A
判
定
の
場
合
は
省
略

　
　
で
き
ま
す
）

　
④
そ
の
他
の
必
要
書
類
（
別
居
の
場

　
　
合
の
申
立
書
な
ど
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
は

　
上
記
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、
役
場

住
民
課
社
会
福
祉
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

こんにちはA　L　Tのドッカーです

　3代目A　L　T（語学指導助手の意）がドッカ

ー・フミコさんに決まり、7月30日来町しま

した。出身はアメリカのカルフォルニア州サン

ジェゴ市、カルフォルニァサンジェゴ大学（理

学部）を6月に卒業。父親がアメリカ人・母親

が日本人で、23歳のお嬢さんです。雪をとて

も楽しみにおいでになったそうです。

響捻
　　　馨　当且

費68－3111（内線205）

　
な
お
、
現
在
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、

八
月
中
に
現
況
に
つ
い
て
の
届
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
後
ほ
ど

文
書
で
連
絡
し
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

力
協
－
7
麿
ゐ
曝

霜
遊
会
（
蔵
品
芳
久
会
長
）
ら
が
主
体
　
1
0

と
な
っ
て
地
域
の
2
か
所
に
大
き
な
　
㌫

七
夕
飾
り
を
立
て
ま
し
た
（
6
・
29
）
　
●
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絵
本
や
ポ
ス
タ
ー
で
有
名
な
ス
タ
シ

ス
・
エ
イ
ド
リ
ゲ
ヴ
ィ
チ
ウ
ス
さ
ん
（
リ

ト
ア
ニ
ア
生
ま
れ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
在
住
）

の
妻
有
郷
環
境
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
七
月
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、

十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏
六
市
町
村

・
十
四
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

で
は
、
十
一
日
仙
田
小
学
校
で
、
十
九

日
に
は
川
西
中
学
校
で
、
ス
タ
シ
ス
氏

と
一
緒
に
身
近
な
自
然
の
中
に
あ
る
素

仙田小では身近なものを使っていろんなお面を作りました

妻有郷環境アート・
　ワークショップを開催

材
を
使
っ
て
、
様
々
な
マ
ス
ク
（
お
面
）

作
り
な
ど
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
県
の
広

域
圏
市
町
村
計
画
「
ニ
ュ
ー
に
い
が
た

里
創
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い
て
立
案
さ
れ

た
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創

プ
ラ
ン
（
総
称
し
て
「
妻
有
郷
ア
ー
ト

ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
」
と
い
う
）
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
ス

タ
シ
ス
氏
と
参
加
者
が
一
緒
に
妻
有
の

民
話
を
も
と
に
し
た
絵
本
や
作
品
を
製

作
す
る
こ
と
で
、
妻
有
の
「
た
か
ら
も

の
」
を
探
し
た
り
、
住
民
か
ら
環
境
芸

術
に
親
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
た
り
、

妻
有
郷
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
も
ら
お

う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
。

　
ま
た
、
二
十
日
に
は
、
川
西
中
学
校

を
会
場
に
、
　
「
妻
有
郷
の
す
て
き
を
語

る
」
と
題
し
、
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に

い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
の
設
計
者
で
あ
る

北
川
フ
ラ
ム
さ
ん
と
、
ス
タ
シ
ス
氏
の

対
談
に
よ
る
講
演
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

【
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
っ
て
】

　
地
域
の
人
た
ち
の
気
力
や
ア
イ
デ
ア

に
、
県
の
知
恵
と
事
業
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
「
良
い
さ
と
づ
く
り
」
を

目
指
し
た
い
と
い
う
、
平
山
県
知
事
の

考
え
に
基
づ
い
て
「
ニ
ュ
ー
に
い
が
た

里
創
プ
ラ
ン
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
五
年
度
に
、

県
の
第
五
次
長
期
計
画
の
中
に
地
域
別

振
興
方
向
が
盛
り
込
ま
れ
、
具
体
化
す

る
た
め
に
十
四
の
広
域
圏
単
位
で
取
り

組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
六
年

度
に
、
新
井
・
頸
南
、
十
日
町
、
五
泉

の
三
広
域
圏
が
第
一
号
と
し
て
指
定
さ

れ
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
適
こ
れ
が
「
十
日
町
地
域

ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
」
で
す
。

【
＋
日
町
地
域

　
　
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
】

　
総
称
し
て
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ

ス
整
備
構
想
と
い
い
、
十
日
町
地
域
広

域
市
町
村
圏
一
市
四
町
一
村
（
十
日
町

市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松

代
町
、
松
之
山
町
）
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
当
地
域
は
、
全
国
で
も
屈
指
の
豪
雪

地
帯
と
い
う
厳
し
い
自
然
条
件
下
に
あ

り
、
農
業
の
振
興
や
産
業
の
転
換
が
円

滑
に
進
ま
な
い
こ
と
や
、
若
者
の
都
会

志
向
か
ら
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
に

よ
り
地
域
の
活
力
も
低
下
し
、
危
機
的

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
改
善
策
の
第
一
歩
と
し
て
、
ま

ず
、
地
域
に
住
む
住
民
自
ら
が
、
地
域

に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
り
、
こ
の
地
域
を
誇
る
気
持

ち
を
確
認
す
る
た
め
の
仕
掛
け
と
し
て

考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク

レ
ス
構
想
で
す
。

　
こ
の
構
想
は
、
大
き
く
二
本
の
柱
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
圏
域

内
の
市
町
村
が
共
同
で
開
催
す
る
「
妻

有
郷
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
仮
称
）

11

〈
国
際
環
境
芸
術
祭
〉
」
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
内
外
の
交
流
拠
点
と
な
る

ス
テ
ー
ジ
を
各
市
町
村
に
整
備
し
、
妻

有
の
里
づ
く
り
の
発
信
基
地
と
な
る
場

を
整
備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

★
妻
有
郷
八
万
人
す
て
き
発
見

　
　
圏
域
内
外
か
ら
「
す
て
き
」
と
思

　
わ
れ
る
も
の
や
、
場
所
を
見
つ
け
た

　
り
思
い
出
し
た
り
し
て
、
絵
や
写
真
、

　
文
章
、

川
西
中
で
行
わ
れ
た
バ
ケ
ツ
・
花
び
ん
な
ど

で
水
を
リ
レ
ー
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

映
像
と
い
っ
た
方
法
に
よ
っ

　
て
応
募
し
て
も
ら
い
、
コ

　
ン
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

★
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
音
楽
、
演
劇
、
美
術
、

　
ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
な
ど

　
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
れ
ぞ

　
れ
の
専
門
家
と
地
域
住
民

　
と
の
交
流
や
討
議
、
製
作

　
創
造
な
ど
、
互
い
に
意
見

　
を
交
換
す
る
場
を
設
け
、

　
準
備
か
ら
製
作
、
完
成
、

　
事
後
管
理
ま
で
共
同
し
て

　
取
り
組
む
も
の
．

北
川
さ
ん
（
左
）
と
ス
タ
シ
ス
さ
ん

（
右
か
ら
二
番
目
）
の
対
談
に
よ
る

講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
醸

※
　
各
市
町
村
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、

　
機
能
分
担
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

　
の
発
想
で
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

　
な
り
ま
す
。

★
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
機
能
分
担

①
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
「
絹
と
縄
文
芸
術

　
の
ス
テ
ー
ジ
」

②
中
里
ス
テ
ー
ジ
「
雪
里
の
知
恵
と
も

　
て
な
し
の
ス
テ
ー
ジ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ん

③
津
南
ス
テ
ー
ジ
「
火
焔
文
化
ス
テ
ー

　
ジ
」

④
川
西
ス
テ
ー
ジ
「
日
本
の
原
風
景
と

　
匠
の
ス
テ
ー
ジ
」

⑤
松
代
ス
テ
ー
ジ
「
農
と
食
の
ス
テ
ー

　
ジ
」

⑥
松
之
山
ス
テ
ー
ジ
「
森
の
ス
テ
ー
ジ
」

　
今
後
、
詳
し
い
内
容
な
ど
が
ま
と
ま

り
し
だ
い
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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出
穂
期
を
迎
え
坪
山
ダ
ム
万
全

　
昭
和
六
十
二
年
六
月
事
業
着
手
、
平

成
八
年
十
一
月
に
堪
水
を
始
め
た
坪
山

防
災
ダ
ム
が
、
七
月
十
四
日
午
前
三
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

に
か
ん
が
い
貯
水
量
に
達
し
、
余
水
捌

け
に
流
れ
出
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、
こ
の
ダ

ム
は
か
ん
が
い
用
と
防
災
時
に
備
え
た

機
能
を
有
し
て
お
り
、
か
ん
が
い
受
益

面
積
九
十
九
珍
・
同
貯
水
量
八
万
立
法

層
、
防
災
防
止
受
益
面
積
百
九
十
六
珍
．

防
災
時
一
時
貯
水
量
十
九
万
六
千
立
法

灯
と
な
っ
て
お
り
、
十
六
億
二
千
万
円

の
巨
額
を
投
じ
て
築
提
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
出
穂
で
、
大
事
な
水
需
要

期
を
迎
え
ま
す
。
関
係
者
に
と
っ
て
も
、

こ
れ
で
ホ
ッ
と
一
安
心
す
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

か
ん
が
い
貯
水
量
に
達
し
、
余
水
捌

け
に
流
れ
出
る
状
況
と
な
り
ま
し
た

鰍

東
京
で
妻
有
郷
を
発
信

難

昔のいろりや居間を再現した会場では、町
のあねさたちが忙しく動き回つていました

　
新
潟
県
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
東

京
原
宿
に
六
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ネ
ス

パ
ス
」
で
、
七
月
四
日
か
ら
十
三
日
ま

で
、
　
「
つ
ま
り
の
こ
こ
ろ
」
と
題
し
た

妻
有
郷
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

町
で
は
、
五
～
六
日
に
「
妻
有
郷
の

く
ら
し
と
ご
っ
つ
お
の
会
」
を
実
施
。

Y
A
R
O
U
K
A
I
（
や
ろ
う
か
い
）

と
風
無
草
の
会
の
皆
さ
ん
が
、
妻
有
の

味
や
地
酒
の
サ
ー
ビ
ス
、
特
産
品
な
ど

を
販
売
し
ま
し
た
。

家族のあり方を考える

講師の話に熱心に耳を傾ける参加者

　七月二十七日、総合センターで、樋口恵子さんによるr家族のあり方」

と題した文化講演会が開催され、町内外からおよそ二百人が参加しました。

　講演では、豊かさの中で忘れているものを中心に、今の家族のあり方が

以前とは変わつていること、それぞれの家庭の中で変えていかなければい

けないことなどを具体的にお話しいただき、参加者は身につまされる話に、

反省や見直しを強く感じさせられていたようでした。

舞鱗毒畦毒
臨灘難灘羅班灘繋　　㎜　華轟

灘蓑

暑習賜脅圓思劔騙②鍍宙か・ら寄ζう㊨！

　全国的に￥児童などを対象とした殺人事件や行方不明事案が相次いで発

生しています。新潟県においても￥この種の事件の前兆と思われる児童な

どに対する不自然な形で誘いをかける「声かけ」事案が発生しており、地

域の皆さんのご協力を得て．事案発生時の緊急措置として子どもが非難し、

110番通報をしていただ＜「子ども110番の家」を設置（各小学校区

ごと）して子どもたちを安全に守ることにしています・

　子どもを凶悪犯罪の被害から守るため￥子どもへの指導をお願いします・

主
な
声
か
け
事
例

○
「
“
た
ま
ご
っ
ち
”
を
あ
げ
る
」

　
「
家
ま
で
送
っ
て
あ
げ
る
　
車
に
乗

　
っ
て
！
」

○
「
車
に
乗
せ
て
あ
げ
る
」
「
ち
ょ
っ

　
と
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
け
れ

ど
」

○
「
お
う
ち
を
探
し
て
い
る
ん
だ
け
ど

聞
か
せ
て
、
車
に
乗
っ
て
案
内
し
て
」

○
「
お
う
ち
は
ど
こ
？
　
車
で
送
っ
て

　
や
ろ
う
」

○
「
小
学
校
に
行
く
ん
だ
け
ど
、
道
（
場

所
）
を
教
え
て
！
」

○
「
お
母
さ
ん
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
。

病
院
ま
で
車
で
送
っ
て
あ
げ
る
」

○
「
車
が
故
障
し
た
の
で
車
に
乗
っ
て

　
ラ
ン
プ
が
つ
く
か
見
て
く
れ
る
？
」

○
「
お
菓
子
を
や
る
　
ほ
し
い
も
の
買

　
っ
て
あ
げ
る
　
　
つ
い
て
き
て
！
」

子
ど
も
の
「
や
く
そ
く
」

○
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
き
ま
せ

　
ん
。

〇
一
人
で
遊
び
ま
せ
ん
。

○
だ
れ
か
に
つ
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な

　
っ
た
ら
大
声
で
助
け
を
呼
び
ま
す
。

○
だ
れ
か
に
つ
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な

　
っ
た
ら
「
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
」
に

　
か
け
こ
み
助
け
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

○
お
と
も
だ
ち
が
つ
れ
て
行
か
れ
そ
う

　
に
な
っ
た
ら
大
声
で
助
け
を
呼
び
ま

　
す
。

○
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
ど
こ
で
、
だ

　
れ
と
遊
ぶ
の
か
家
の
人
に
言
っ
て
出

か
け
ま
す
。

騨嫌臨

鱗

　購難羅
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　ことし、喜寿のお祝いを迎えられた方は105人。大正9年4月2日

から大正10年4月1日までに生まれた満77歳の方が対象です。当日

は、82人が出席しました。

　町が喜寿になられた方を招いて祝賀会を開始したのが昭和51年度

からで、ことしは、開始以来最も多い対象者となりました。

泉温手千7月7日

　難灘
馨

　
隅
辮
．
　
　
　
舞
・

鑛
聾
　

．
　
　
痢
．

糞

鍵
舞
…
，

難

勲…
：
’
　
離

嚢
・

蜘
舞
藤
霧
黙
黙
羅
慰
縣
難竈

謬
璽

藻

，
蜀

悼

蹄
　
離
灘
研
臨

　
　
灘
簗
、

　
　
　
舞
究
難

　
　
　
　
．
輩
　
潔
．

翻
難

睡
騒
．

　
　
慧
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く
ウ
　
　
　
　
ぬ
ロ

繋
　
　
灘
－
網

麟
　
　
　
　
　
　
舗
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　　鍵
　灘

騨

．
濯

蝋灘置　澱

▲千手地区
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　　轍　灘　濁撚

騰騰一　　　撒　　欄　　融　鰍鼎　榊一騨

職

　
　
む
じ
　
　
　
マ

馨盤・

　
甑
護

冊
　
　
鞭
㎜

羅
轍
　
叢

　
　
竃
灘
馨

　
　
　
㌔
’
評

　
　
　
勲

　
　
　
　
．
雛

翻

軽

蕪

至
澱

簗
’
，

一騨

、
∞
　
灘
馨

縦

　　　　羅　　　翻　　謹
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灘
蓬
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鑑

奎
叢
・

㎜

撫

疑

苫
　
欝
、

馨
灘・

謝

，
　
　
　
、
芯

灘
獺

▲橘地区

（
町
内
順
に
掲
載
　
敬
称
略
）

千
手
地
区
　
四
十
二
人

中
島
町

　
　
〃

山
野
田

　
　
〃

発
電
所
通
西

　
〃

発
電
所
通
東

　　伊沖　　 学神田中東　四朝　栄
〃〃　〃　〃〃〃〃〃校社中〃央善〃〃郎日〃〃

　　友立　　 町町町町寺　兼町　町
佐
藤
ハ
ル

平
野
シ
ズ
エ

柳
田
セ
イ

畠
山
ハ
ッ
ェ

樋
口
芳
英

尾
身
タ
マ

数
藤
三
郎

南
雲
一
郎

星
野
一
二
三

茂
野
ナ
カ

佐
藤
市
太
郎

小
林
セ
キ

平
野
タ
ケ

平
野
角
太
郎

平
野
金
次

横
山
ユ
ミ

酒
井
智
恵

高
橋
達
作

吉
楽
ケ
サ

大
井
ト
リ

金
子
ふ
く
井

馬
場
マ
ツ
エ

金
子
富
平

齋
藤
キ
ミ

星
名
キ
ョ
イ

五
＋
川
幸
蔵

相
崎
カ
ウ

羽
鳥
キ
ヨ

櫃
間
ト
リ

羽
鳥
ハ
ル

　　霜坪　高　　　　伊
〃〃　　〃原〃〃〃〃

　条山　田　　　　友
高
橋
源
重
郎

村
山
チ
ョ

高
橋
清
信

黒
嶋
ミ
カ

窪
田
カ
ウ

茂
野
イ
マ

大
塚
カ
ヨ

中
村
謹
治

星
名
フ
サ
イ

大
海
常
男

亡
藏
品
キ
ヨ
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上
野
地
区
　
二
十
一
人

上元

〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃　　〃〃

野田丁

新
町
新
田

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

下
平
新
田

　
〃

　
〃

小
根
岸

上
村
ト
リ

星
名
善
一

小
川
チ
サ

高
橋
ス
イ

星
名
ミ
イ

上
村
健
三

金
子
マ
ツ

渡
邊
ト
モ

上
村
ト
シ

金
崎
ト
ミ

押
木
ギ
ン

若
山
　
茂

井
川
　
亘

大
嶋
キ
ク

井
川
サ
ヨ

渡
貰
コ
ウ

相
崎
ア
ヤ

西
山
正
夫

仲
嶋
修
治

小
海
ケ
ン



　　響蝋

叢嚢
嚢
、

▲上野地区

▲仙田地区

ノ」・

根
岸
小
海
吉
太
郎
原

橘
地
区
二
十
七
人

　　　　　　　　　　　　　　　　　野　　　　　　　　　　　　仁塩寺　　　　　　　　　　　木

〃〃〃　 〃〃〃〃〃〃〃　　 ケ〃〃〃〃〃〃
落

田
口
鐵
治
郎

相
馬
ト
リ

丸
山
セ
キ

和
久
井
ト
ミ

田
ロ
シ
マ

丸
山
シ
ズ
子

相
馬
マ
サ
ヨ

高
津
徳
治

藤
巻
　
勇

田
中
鐵
平

水
落
サ
イ

川
崎
チ
ト

吉
井
美
津
子

水
落
邦
雄

木
村
哲
夫

山
田
ク
ニ

山
口
才
一
郎

大
久
保
マ
ッ
ノ

須
藤
春
作

大
久
保
ハ
ル

丸
山
セ
ッ

下根
ノノ〃　　ノノ

田

田辛崎口

原深

根
津
タ
マ

丸
山
キ
ク
エ

丸
山
　
栽

丸
山
チ
ョ
ノ

田
中
ト
ヨ

丸
山
美
代
喜

仙
田
地
区
十
五
人

　　　岩赤田小室中
〃　〃　〃　　　　〃　〃　　　　　　　　　〃　〃　　　　〃　〃　イ山

　　　瀬　　谷戸脇　　島　　田

高
橋
ト
ヤ

樋
ロ
タ
ツ

小
林
藤
江

茂
野
キ
ノ

川
崎
ハ
マ

高
野
チ
ヨ

齋
木
　
篤

若
月
秀
雄

田
村
ミ
サ
オ

小
川
テ
エ

田
村
武
良

金
子
誠
平

登
坂
六
郎

登
坂
キ
ユ

登
坂
初
枝

　南雲町長からお祝いの言葉が

　述べられました
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第27回町内小学校
親善水泳大会結果竃

7月29日

橘小学校プール

＊は大会新記録

懸　爆
辮

5年女子100m個人メドレースタートのようす

【男子】

5年自由形25メートル

①片桐哲也（橘）②山田貴顕（橘）③佐藤雅之（橘）

同50メートル

①和久井喬（橘）②藤巻　繁（橘）③樋口俊亮（千手）

同100メートル

①藤巻　繁（橘）②増田和起（仙田）③藤巻直樹（橘）

5年平泳ぎ50メートル

①丸山幸一（千手）②富井　一（上野）③齋藤　尚（千手）

同100メートル

①和久井喬（橘）②丸山幸一（千手）③富井　一（上野）

5年背泳ぎ50メートル

①樋口俊亮（千手）②星名　保（千手）③上村祐太（上野）

5年バタフライ25メートル

①羽鳥宏太郎（千手）

同50メートル

①渡辺拓海（上野）②増田和起（仙田）③川上正治（千手）

5年個人メドレー100メートル

①川上正治（千手）

5年200メートルリレー（50M×4）

①橘小チーム（藤巻繁、丸山真、藤巻直樹、和久井喬）

②千手小チーム（丸山幸一、柄沢雄一、樋口俊亮、羽鳥宏太郎〉

③仙田小チーム（小川沙代、小林和彦、小林圭子、増田和起）

5年200メートルメドレーリレー（50M×4）

①橘小チーム（丸山真、木村直貴、和久井喬、藤巻繁）

②上野小チーム（上村祐太、渡辺拓海、富井一、柄沢嘉希）

6年自由形25メートル

①大久保昌史（橘）②清水弓弦（橘）

同50メートル

①藤巻　裕（橘）②太田孝政（千手）③丸山祐樹（橘）

同100メートル
①藤巻　裕（橘）②清水隆明（上野）③中村祐太（千手）

6年平泳ぎ50メートル

①高橋保弘（千手）②永井明光（橘）③富井　嶺（上野）

同100メートル
①高橋保弘（千手）②太田孝政（千手）③江口貴洋（上野）

6年背泳ぎ50メートル

①金井洋介（千手）②片桐拓哉（橘）③山口大樹（橘）

6年バタフライ25メートル

①小野塚聡（千手）②富井　嶺（上野）③星名敬介（千手）

同50メートル

①小野塚聡（千手）

6年個人メドレー100メートル

①金井洋介（千手）

6年200メートルリレー（50M×4）

①千手小Aチーム（小野塚聡、高橋保弘、太田孝政、金井洋介）

②橘小チーム（片桐拓哉、永井明光、丸山祐樹、藤巻裕）

③上野小チーム（上村亮介、江口貴洋、富井嶺、清水隆明）

6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

①千手小チーム（金井洋介、高橋保弘、小野塚聡、太田孝政）

②上野小チーム（上村亮介、富井嶺、江口貴洋、清水隆明）

③橘小チーム（片桐拓哉、野澤拓也、永井明光、藤巻裕）

【女子】

5年自由形25メートル

①沢口　瞳（上野）②和久井智恵美（橘）③山田智美（橘）

同50メートル

①上村恭子（上野）②藤巻佳織（橘）③山口かおり（橘）

同100メートル
①富井愛子（上野）②小林圭子（仙田）③蔵品　恵（千手）

5年平泳ぎ50メートル

①蔵品　恵（千手）②蔵品茉耶（上野）③渡邊明子（橘）

同100メートル
①相崎沙代子（上野）②蔵品茉耶（上野）

5年背泳ぎ50メートル

①富井　理（上野）②山口かおり（橘）③上村恭子（上野）

5年バタフライ25メートル

①富井　理（上野）②蔵品　南（千手）③高橋裕子（仙田）

同50メートル

①相崎沙代子（上野）②星名千夏（千手）③小川紗与（仙田）

5年個人メドレー100メートル

①富井愛子（上野）②星名千夏（千手）③渡邊明子（橘）

5年200メートルりレー（50M×4）

①上野小チーム（富井理、相崎沙代子、上村恭子、富井愛子）

②千手小Aチーム（星名千夏、市川夏美、高橋伊久美、蔵品南）

③橘小チーム（渡辺明子、丸山亜由美、山崎真美、藤巻佳織）

5年200メートルメドレーリレー（50M×4）

①千手小チーム（高橋伊久美、蔵品恵、星名千夏、蔵品南）

②橘小チーム（山口かおり、丸山亜由美、渡辺昭子、藤巻佳織）

6年自由形25メートル

①押木秀美（上野）②川崎真理（仙田）

同50メートル

＊①平野菜菜子（千手）②小林エミ（上野）③羽鳥奈津希（橘）

同100メートル
＊①平野菜菜子（千手）②小林エミ（上野）③片桐亜寿花（上野）

6年平泳ぎ50メートル

①南雲すみれ（千手）②丸山沙由美（千手）③丸山美奈子（千手）

同100メートル
①南雲すみれ（千手）②丸山慶子（橘）③丸山沙由美（千手）

6年背泳ぎ50メートル

①片桐亜寿花（上野）②柄澤直美（千手）③高橋陽子（千手）

6年バタフライ25メートル

①小柳可菜子（上野）②保坂陽未（千手）③登坂祥子（千手）

同50メートル

①小柳可菜子（上野）②保坂陽未（千手）③涌井幸子（橘）

6年個人メドレー100メートル

①丸山美奈子（千手）②渡貫紀子（上野）

6年200メートルリレー（50M×4）

①千手小Aチーム（丸山美奈子、丸山沙由美、登坂祥子、平野菜菜子）

②上野小Aチーム（片桐亜寿花、渡貫紀子、小柳可菜子、小林エミ）

③橘小チーム（涌井幸子、丸山慶子、村越藍子、．羽鳥奈津希）

6年200メートルメドレーリレー（50M×4）

※①千手小Aチーム（平野菜菜子、丸山沙由美、保坂陽未、丸山美奈子）

②上野小チーム（片桐亜寿花、小柳可菜子、渡貫紀子、小林エミ）

③千手小Bチーム（柄沢直美、南雲すみれ、登坂祥子、小野塚直子）
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑱

千
手
と
中
野
の
合
併

　
大
正
期
の
町
村
合
併
は
、
市
街
地
か

ら
隣
接
町
村
へ
の
働
き
か
け
に
よ
る
吸

収
合
併
で
成
立
し
た
も
の
が
多
い
が
、

千
手
町
村
と
中
野
村
の
合
併
は
諸
経
費

の
増
大
に
財
政
面
で
抵
抗
し
切
れ
ず
、

弱
小
村
同
志
が
一
緒
に
な
っ
て
村
が
ひ

と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
た
と
い
え
る
合

併
で
あ
っ
た
。
小
学
校
の
改
築
間
題
を

か
か
え
た
中
野
村
が
財
政
難
の
中
で
金

の
や
り
く
り
を
協
議
し
て
い
る
う
ち
に
、

や
り
た

槍
田
中
魚
沼
郡
長
か
ら
の
働
き
か
け
も

あ
っ
て
千
手
町
村
と
の
具
体
的
な
合
併

間
題
に
発
展
し
、
両
村
が
委
員
を
あ
げ

て
協
議
を
く
り
か
え
し
、
村
内
世
論
の

統
一
に
努
め
て
実
現
し
た
。

　
中
野
村
は
明
治
三
十
四
年
に
合
併
間

題
が
お
き
た
と
き
、
同
村
を
は
さ
む
上

野
村
合
併
案
と
千
手
町
村
、
吉
田
村
合

併
案
の
双
方
に
対
し
て
両
派
に
分
か
れ

て
紛
糾
し
、
つ
い
に
は
合
併
が
見
送
り

と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
二
十
年
後
に

あ
ら
た
め
て
千
手
町
村
と
の
合
併
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
り
、
賛
否
こ
も
ご
も

多
難
な
経
過
を
た
ど
っ
て
実
現
し
た
合

併
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
に
、
千
手
観

音
の
所
属
を
め
ぐ
っ
て
伊
勢
平
治
村
と

千
手
新
田
五
力
村
の
間
で
お
こ
っ
た
主

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

権
争
い
も
、
こ
の
合
併
で
そ
の
必
要
が

な
く
な
り
、
川
西
郷
の
ま
ん
中
に
大
き

な
村
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

「
合
併
」
一
声
五
十
両

　
「
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
」
に
次
の

記
載
が
あ
る
。

　
中
魚
沼
郡
千
手
町
村
、
中
野
村
の
合

併
は
、
時
世
の
進
展
に
伴
う
経
費
の
増

大
に
財
政
面
で
抵
抗
し
切
れ
ず
、
弱
小

の
村
同
志
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
中
野
村
は
、
明
治
三
十
四
年
に
合
併

の
勧
告
が
あ
っ
た
際
、
同
村
を
は
さ
む

上
野
、
吉
田
の
両
村
に
右
せ
ん
か
左
せ

ん
か
の
両
派
に
分
か
れ
て
紛
糾
し
、
つ

い
に
合
併
見
送
り
と
な
っ
て
い
た
も
の

で
あ
る
が
、
当
時
、
合
併
間
題
で
ど
ん

な
に
コ
リ
た
も
の
か
、
中
魚
沼
郡
長
か

ら
内
務
部
長
に
同
村
の
状
況
を
報
告
し

た
文
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
同
村
の

お
も
だ
ち

重
立
間
に
は
合
併
間
題
を
口
に
し
た
者

は
、
五
十
円
の
罰
金
を
徴
収
す
る
規
定

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ほ
ん
と
う
に
納
め
た
者
が
あ
っ
た
か

な
い
か
は
知
る
よ
し
も
な
い
が
、
明
治

三
十
四
年
（
一
九
〇
一
年
）
当
時
の
米

価
は
石
九
円
五
〇
銭
か
ら
一
〇
円
前
後

で
あ
っ
た
か
ら
、
紛
争
の
激
し
か
っ
た

こ
と
が
想
像
に
難
く
な
い
。

小
学
校
を
一
村
一
校
に

　
大
正
十
一
年
四
月
二
十
三
日
、
千
手

町
村
と
中
野
村
の
合
併
委
員
会
は
新
村

名
を
千
手
村
と
し
、
村
会
議
員
定
数
一

二
名
を
千
手
七
、
中
野
五
に
按
分
、
役

場
位
置
、
財
産
処
分
、
消
防
組
、
農
会

な
ど
の
合
併
を
含
め
る
覚
書
を
確
認
し

た
。
こ
の
覚
書
の
中
に
は
「
小
学
校
ハ

一
村
一
校
ト
シ
、
移
転
迄
ノ
間
現
中
野

校
ヲ
ニ
学
級
ト
シ
五
、
六
学
年
ヲ
千
手

校
二
通
学
セ
シ
メ
、
五
ヶ
年
以
内
二
千

手
町
村
小
林
文
作
宅
ト
木
島
橋
附
近
ト

ノ
間
二
移
転
改
造
等
ヲ
試
ス
事
」
と
あ

り
、
学
校
問
題
が
大
き
な
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

千
手
村
の
誕
生

　
千
手
町
村
と
中
野
村
の
合
併
に
つ
い

て
、
中
魚
沼
郡
長
が
正
式
の
橋
渡
た
し

を
し
た
の
が
大
正
十
年
十
二
月
十
四
日

に
開
か
れ
た
両
村
重
立
協
議
会
で
、
県

知
事
か
ら
内
務
大
臣
に
合
併
申
請
し
た

の
が
翌
十
一
年
九
月
十
六
日
で
、
こ
の

間
に
九
か
月
を
要
し
て
い
る
。
こ
の
九

か
月
間
は
合
併
間
題
が
難
航
し
た
が
、

と
く
に
中
野
村
が
大
き
く
揺
れ
動
い
た

の
は
、
こ
の
機
会
を
逆
に
利
用
し
て
自

分
た
ち
の
村
へ
誘
い
入
れ
よ
う
と
し
た

隣
接
上
野
村
の
働
き
か
け
が
陰
に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
に
合

併
問
題
が
お
き
た
と
き
、
中
野
村
と
の

合
併
に
動
い
た
上
野
村
の
有
力
者
が
中

野
村
内
に
入
り
込
み
、
村
会
議
員
や
有

力
者
を
自
村
と
の
合
併
に
従
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
と
働
き
か
け
た
た
め
、
字
民

総
会
や
有
志
大
会
が
連
続
し
て
開
か
れ
、

あ
る
い
は
住
民
投
票
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

中
野
村
で
は
相
当
の
混
乱
が
あ
っ
て
仕

事
も
手
に
つ
か
な
か
っ
た
。

　
上
野
村
の
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
し

千
手
町
村
は
誠
心
誠
意
中
野
村
と
の
合

併
を
希
望
し
、
極
力
平
静
を
保
っ
て
交

渉
に
望
ん
だ
。
合
併
案
議
決
の
段
階
に

な
っ
て
、
合
併
後
の
小
学
校
移
転
位
置

に
か
ら
ん
で
一
部
に
合
併
反
対
説
を
唱

え
る
者
が
出
た
り
し
て
一
時
は
紛
糾
し

た
が
、
結
局
、
満
場
一
致
で
中
野
村
と

の
対
等
合
併
を
議
決
し
、
大
正
十
一
年

十
一
月
一
日
、
あ
ら
た
に
千
手
村
と
し

て
発
足
し
た
。
新
生
千
手
村
の
戸
数
は

五
七
三
戸
、
人
口
は
三
三
〇
〇
人
余
を

数
え
た
。
波
乱
に
富
ん
だ
両
村
の
合
併

に
つ
い
て
、
太
田
県
知
事
か
ら
内
務
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ん

塚
本
地
方
局
長
に
提
出
し
た
許
可
稟
請

の
添
付
書
類
が
残
っ
て
い
る
。

村
配
置
に
関
ス
ル
件

　
県
下
中
魚
沼
郡
千
手
町
村
、
中
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
も
つ

ヲ
廃
シ
其
ノ
区
域
ヲ
以
テ
千
手
村
ヲ
置

　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ

ク
ノ
義
　
別
途
稟
請
ノ
処
其
ノ
理
由
ハ

稟
請
書
記
載
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
、
本
件
力

今
日
迄
実
現
セ
サ
リ
シ
ハ
明
治
三
十
四

年
県
二
於
テ
県
下
町
村
ノ
大
廃
合
ヲ
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た

フ
ニ
当
リ
　
右
二
ヶ
村
亦
廃
合
ノ
計
画

ニ
テ
千
手
町
村
、
中
野
村
及
其
ノ
隣
村

吉
田
村
ト
ヲ
併
セ
、
新
二
千
手
村
ヲ
置

カ
ム
ト
シ
　
関
係
村
会
二
諮
間
ノ
処
吉

田
村
ハ
諮
問
二
反
対
シ
其
ノ
隣
村
鐙
島

眞
田
ト
吉
田
村
ト
ヲ
併
セ
一
村
二
組
織

セ
ム
ト
シ
　
千
手
町
村
ハ
知
事
ノ
諮
問

二
賛
シ
　
中
野
村
ハ
村
会
二
派
二
分
レ

隣
村
上
野
村
二
合
併
セ
ム
ト
ス
ル
モ
ノ

半
数
　
千
手
町
村
二
合
併
セ
ム
ト
ス
ル

モ
ノ
半
数
ニ
シ
テ
各
々
其
ノ
主
張
ヲ
固

執
シ
テ
下
ラ
ス
　
為
二
県
ハ
当
初
ノ
意

見
ヲ
変
更
シ
吉
田
村
　
鐙
島
村
眞
田

村
ヲ
併
セ
テ
吉
田
村
ト
シ
．
千
手
町
村

　
　
　
　
そ
の
ま
ま

中
野
村
ハ
其
儘
存
置
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル

次
第
二
有
之
　
爾
来
時
世
ノ
進
運
二
伴

ヒ
　
村
民
ハ
漸
次
其
ノ
資
力
ノ
薄
弱
ナ

　
　
サ
ト

ル
ヲ
覚
リ
来
リ
　
昨
年
十
二
月
郡
長
ノ

提
議
二
対
シ
千
手
町
村
ハ
賛
意
ヲ
表
シ

中
野
村
ノ
一
部
ハ
明
治
三
十
四
年
合
併

反
対
ノ
行
懸
リ
上
直
二
賛
成
セ
サ
リ
シ

　
　
　
よ
う
や

モ
　
機
漸
タ
熟
シ
村
民
ノ
一
致
ヲ
見
タ

ル
次
第
二
候
（
以
下
略
）
。

　
引
用
　
　
「
新
潟
県
市
町
村
合
併
誌
」

　　　現在の山の根（坪山・霜条・鶴吉）の集落
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圏
睡
施
設
職
員
募
集
岡
幽

　
社
会
福
祉
法
人
「
あ
か
ね
会
」
で
は
、

心
身
障
害
者
通
所
授
産
施
設
等
（
十
日

町
市
に
新
設
）
に
勤
務
す
る
、
平
成
十

年
四
月
一
日
採
用
の
施
設
職
員
を
次
に

ょ
り
募
集
し
ま
す
。

【
職
種
、
採
用
人
員
及
び
受
験
資
格
】

◎
指
導
員
　
男
性
二
名
・
女
性
一
名

　
　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
～
五
十

　
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で
、
高
校
卒

　
業
以
上
の
人

◎
栄
養
士
兼
事
務
員
　
女
性
一
名

　
　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
～
五
十

　
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で
、
栄
養
士

　
資
格
を
有
す
る
人

◎
看
護
婦
兼
指
導
員
　
女
性
一
名

　
　
昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
～
四
十

　
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で
、
看
護
婦

講
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
練

翼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑳
翼
螺
　
灘

　
　
第
三
回

　
又
は
準
看
護
婦
の
資
格
を
有
す
る
人

【
各
職
種
共
通
条
件
】

①
原
則
と
し
て
、
中
魚
沼
郡
・
十
日
町

　
市
内
に
在
住
又
は
本
籍
を
有
し
、
採

　
用
後
は
通
勤
可
能
な
地
域
に
居
住
で

　
き
る
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

【
提
出
書
類
】

　
q
D
職
員
採
用
申
込
書

　
働
卒
業
・
成
績
証
明
書
（
短
大
、
専

　
　
門
学
校
以
上
）

　
個
免
許
、
資
格
証
明
書
の
写
し

※
職
員
採
用
申
込
書
は
、
市
町
村
福
祉

　
担
当
窓
口
及
び
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験

試
験
日
九
月
二
十
一
日
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
．
照

　
　
　
　
　
緩
　
饗
　
奪

時
　
　
間

試
験
会
場

内
　
　
容

合
格
発
表

2試
験
日

時
　
　
間

試
験
会
場

内
　
　
容

　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
一
般
教
養
試
験
、
作
文
試

　
　
　
験

　
　
　
十
月
上
旬
ご
ろ

二
次
試
験

　
　
　
十
月
十
九
日
㈹

　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
面
接

【
申
し
込
み
手
続
き
】

1
受
付
期
間

　
　
八
月
十
五
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

　
消
印
は
八
月
十
五
日
ま
で
有
効
）

2
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
九
四
八
1
0
一

　
川
西
町
大
字
上
野
甲
二
八
九
六
－
二

　
「
な
か
ま
の
家
」
内

　
　
社
会
福
祉
法
人
あ
か
ね
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
舩
六
八
－
四
〇
一
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
畢
　
盤

蓮
池
休
所
に
お
い
て
、
帰
国
間
も
な
い

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
会
釈
を
賜
り
、
F

お
言
葉
の
後
、
直
接
ご
下
問
に
よ
り
、

魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
作
柄
の
現
況
な
ど

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
感
激
で
胸
に
込

み
上
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
作
業
は
、
東
御
宛
の
一
画
と
大
手
門

付
近
。
翌
日
は
、
宮
中
参
殿
、
梅
林
、

田
圃
、
桑
畑
を
回
り
、
大
道
庭
園
の
中

で
、
台
風
七
号
に
備
え
る
草
花
の
支
柱

の
補
強
と
草
取
り
。
四
日
目
は
、
雨
模

様
の
な
か
を
表
宮
殿
の
中
庭
、
那
智
白

を
敷
き
詰
め
た
正
殿
の
前
で
、
係
官
の

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
庭
、
御

車
寄
、
紅
葉
山
養
蚕
所
を
回
り
、
休
所

皆
さ
ん
の
積
立
金
が
役
立
っ
て
い
ま
す

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
で

は
、
平
成
七
・
八
年
度
の
二
か
年
で
、

し
尿
処
理
施
設
基
幹
施
設
の
整
備
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
老
朽
化
し
た
施
設

欄
鵜
灘
齢
鯉
，
”

繧

二
か
年
で
整
備
さ
れ
た
し
尿
処
理
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻

　
　
　
　
　
醗

の
有
効
利
用
と
、
周
辺
環
境
の
変
化
に

対
応
し
た
施
設
に
す
る
た
め
整
備
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
皆
さ
ん
が
納

め
る
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金
の

還
元
融
資
を
受
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
積
立
金
還
元
融
資
と
い
う
の
は
、

皆
さ
ん
が
納
め
る
年
金
の
保
険
料
を
、

施
設
組
合
が
起
債
（
借
金
）
の
一
部
と

し
て
借
り
受
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
事
業
に
要
し
た
経
費
（
二
か
年
分
）

は
、
四
億
五
千
百
四
万
円
、
融
資
を
受

け
た
額
（
二
か
年
分
）
は
二
億
九
千
九

百
七
十
万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
年
金
積
立
金
が
、
皆

さ
ん
の
将
来
の
保
障
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
施
設
組
合
の
事
業
に
も
大
き
く
役

立
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　　　　凝

　
川
西
町
皇
居
奉
仕
団
は
、
創
立
以
来

三
年
連
続
し
て
皇
居
奉
仕
団
の
派
遣
を

実
施
で
き
ま
し
た
。
六
月
十
六
日
か
ら

二
十
日
ま
で
、
隣
町
、
高
柳
町
の
有
志

の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
勇
躍
出

発
い
た
し
ま
し
た
。
創
立
以
来
、
南
雲

町
長
の
力
強
い
激
励
や
、
田
村
世
話
人

代
表
の
詳
細
な
情
報
、
高
柳
町
の
大
塚

総
務
課
長
以
下
、
多
数
の
皆
様
の
お
見

送
り
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。

　
楠
公
像
前
の
大
食
堂
で
昼
食
後
、
高

鳥
修
事
務
所
の
配
慮
で
、
慌
た
だ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
す
き

国
会
の
本
会
議
の
隙
間
を
縫
う
よ
う
に

議
事
堂
の
内
外
を
見
学
し
、
高
鳥
先
生

か
ら
直
接
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
奉
仕
の
第
一
日
目
は
、
赤
坂
御
用

地
で
、
広
い
庭
園
の
大
池
の
ほ
と
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
し
り

記
念
撮
影
が
あ
り
、
東
宮
御
所
の
楢
の

間
で
、
皇
太
子
殿
下
と
雅
子
妃
殿
下
の

ご
会
釈
を
賜
り
、
三
県
四
団
体
百
五
十

一
名
を
代
表
し
て
、
私
は
両
殿
下
の
万

歳
三
唱
の
先
達
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
感
激
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　
二
日
目
は
、
皇
居
に
一
番
に
参
上
し
、

に
も
ど
り
ま
し
た
。

　
ご
奉
仕
の
四
日
間
、
高
柳
町
出
身
の

佐
藤
様
に
は
、
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
、

団
員
一
同
深
い
感
動
と
、
郷
土
出
身
の

方
々
の
暖
か
さ
を
感
じ
、
有
意
義
な
ご

奉
仕
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
皇
室
を
敬
愛
し
、
郷
土
の
誇

り
を
忘
れ
ず
、
同
行
の
皆
様
と
の
「
一

期
一
会
」
を
大
切
に
し
て
、
気
力
と
体

力
の
続
く
限
り
、
皇
居
勤
労
奉
仕
を
通

じ
で
郷
土
の
繁
栄
と
友
愛
を
深
め
る
一

助
に
な
れ
ば
と
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。

関
係
の
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
皇
居
勤

労
奉
仕
団
の
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　　　　　聾　　　灘撚　i灘難叢灘撒博ン＝
曇ンン瀾

轍　　 照
、　緩

灘
磁
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表
紙
の
写
真

　
七
月
五
日
か
ら
、
十
日
町
地
域
広
域

市
町
村
圏
六
市
町
村
・
十
四
会
場
で
実

施
さ
れ
て
い
る
ス
タ
シ
ス
さ
ん
に
よ
る

「
妻
有
郷
環
境
ア
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
は
、
十
九
日
、
川
西
中
学
校
で

最
後
と
な
り
ま
し
た
。

墓
目

　　福
才丙

　　祉
沢
　　に
ツ

意　
（
敬
称
略
）

ガ
（
沖
　
立
）
十
万
円

…
．
藩
襲
鍵
夢
、

　　と　き　　8月17日（日）　午前9：00～午後4：00

　　十日町公民館　4階　第二学習室
一　　十日町市　学校町1（0257）57－5011

場所

①現在の症状についての聞き取り

②振動病・じん肺の労災補償についてなど
内容

艦・轍糠槻麟鞠離鵜蹄響噸㈱繰

　
こ
の
日
は
、
最
初
に
バ
ケ
ッ
、
花
瓶

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
容
器
を
使
い
水
を

リ
レ
ー
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
た

あ
と
、
縦
・
横
お
よ
そ
ニ
メ
ー
ト
ル
の

木
枠
を
組
み
、
そ
の
中
に
お
よ
そ
八
百

個
の
木
片
（
約
2
0
葎
×
1
5
鷲
×
3
驚
）

を
積
み
木
を
の
よ
う
に
重
ね
、
そ
れ
を

キ
ャ
ン
パ
ス
代
わ
り
に
し
て
、
白
の
ぺ

小
わ
に
レ
俳
・
躍
咀
高
崎
正
風
選

ど
の
家
も
明
る
く
灯
り
盆
の
客

ほ
た
る
火
や
五
戸
の
集
落
静
ま
り
て

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

草
刈
機
聡
り
路
肩
の
草
を
薙
ぐ

扇
風
機
行
く
と
き
戻
る
と
き
の
風

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

暑
き
日
や
今
日
友
手
術
す
る
と
聞
く

干
し
梅
の
塩
吹
く
梅
よ
紫
蘇
の
葉
よ

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

梅
干
に
土
用
三
番
の
紫
蘇
を
揉
む

大
の
字
の
孫
の
昼
寝
の
愛
ら
し
や

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

肩
寄
せ
て
百
庚
申
や
木
下
闇

牛
小
屋
に
牛
無
き
梅
雨
の
湿
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

手
に
重
き
南
部
風
鈴
吊
し
け
り

陽
の
か
げ
り
追
い
つ
・
庭
の
草
を
引
く

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

歳
月
に
記
憶
う
す
れ
し
敗
戦
忌

風
鈴
や
風
通
る
席
譲
り
合
い

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

植
木
や
の
自
慢
聞
き
つ
つ
お
茶
を
注
ぐ

故
郷
よ
り
持
ち
来
し
半
夏
生
咲
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

苗
売
場
ご
っ
た
返
し
て
雨
上
り

植
え
了
へ
し
早
苗
ひ
ら
ひ
ら
光
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

風
鈴
の
三
つ
に
音
色
三
つ
か
な

は
り
は
り
と
一
気
に
も
み
し
胡
瓜
も
み

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

ン
キ
で
人
問
の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
そ

の
積
み
木
に
ヒ
モ
を
か
け
て
壊
し
、
壊

れ
た
も
の
を
再
度
同
じ
よ
う
に
積
み
、

今
度
は
白
と
オ
レ
ン
ジ
の
ペ
ン
キ
で
鳥

の
絵
を
描
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
を

同
様
に
し
て
壊
し
ま
し
た
。
こ
の
「
壊

す
」
、
　
「
積
む
」
と
い
う
行
為
を
、
皆

さ
ん
は
ど
う
感
じ
ま
す
か
…
…
…
？

紫
陽
花
に
募
金
箱
あ
り
投
じ
け
り

虹
の
滝
あ
り
し
と
奥
へ
歩
を
移
す

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

短
冊
に
変
身
願
い
星
祭
る

写
さ
る
る
紅
蓮
ゆ
ら
ぐ
朝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

初
も
ぎ
の
胡
瓜
と
味
噌
に
祖
母
を
恋
う

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
　
哲

良
く
熟
れ
て
小
籠
に
余
る
ミ
ニ
ト
マ
ト

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

水
鏡
し
て
あ
じ
さ
い
の
朝
の
色

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

梅
干
の
匂
ひ
漂
う
土
用
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

虹
の
色
残
し
て
雨
の
上
が
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

長
梅
雨
や
祭
の
香
典
子
も
早
仕
舞

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

故
郷
へ
無
事
を
届
け
る
新
茶
か
な

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

叱
ら
れ
て
と
び
だ
す
日
暮
れ
は
だ
し
の
子

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

添
木
さ
れ
ひ
ま
わ
り
凛
と
咲
き
並
び

　
　
　
　
　
　
　
根
深
丸
山
　
朝
子

露
天
風
呂
澄
み
し
夜
空
の
流
れ
星

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

高
原
の
花
園
巡
る
白
日
傘

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

健
康
は
言
わ
ず
も
顔
の
日
焼
か
な

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

一
杯
の
水
の
旨
さ
や
日
の
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

子
ど
も
の
心
が

　
子
ど
も
の
病
気
は
社
会
を
写
す
鏡
と

言
わ
れ
ま
す
。
特
に
心
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
少
年
犯
罪

な
ど
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
少
子
化
や
高
齢
化
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
か
ら
く
る
情
報

　
は
ん
ら
ん

の
氾
濫
、
家
庭
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

機
器
の
氾
濫
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
私
た
ち
の
生
活
は

ど
う
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も

の
数
が
減
少
し
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
な
ど
の

ゲ
ー
ム
が
普
及
し
た
た
め
に
、
子
ど
も

同
士
が
か
か
わ
る
機
会
が
減
少
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
と
の
か
か
わ

り
方
が
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
が
増
え
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
が
少
な
い
分
、
親
や

　
　
　
　
で
き
あ
い

家
族
か
ら
溺
愛
さ
れ
、
過
保
護
に
な
っ

て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

自
身
が
通
り
抜
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
親
が
代
わ
っ
て
や
っ
て

し
ま
い
、
子
ど
も
は
困
難
や
障
害
を
乗

り
越
え
て
い
く
力
を
持
て
な
い
ま
ま
大

人
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
で
は
、
家
庭
の
あ
り

方
の
変
化
を
指
摘
す
る
考
え
方
も
あ
り

ま
す
。
父
親
中
心
か
ら
、
子
ど
も
中
心

の
家
庭
と
な
り
、
父
親
不
在
と
な
っ
て

い
る
と
の
見
方
で
す
。
最
近
は
、
会
社

勤
め
の
人
が
大
半
で
、
子
ど
も
が
父
親

の
働
い
て
い
る
姿
を
見
れ
な
い
の
も
一

因
の
よ
う
で
す
。
今
、
父
親
の
役
割
、

の
良
し
あ
し
は
・
智
ず
知
ら
ず
に
子
羅

ど
も
の
心
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

ま
た
、
老
人
の
い
る
家
庭
で
あ
れ
ば
、
幽

親
が
ど
の
よ
う
に
老
人
に
接
し
て
い
る
聡

か
を
子
ど
識
見
て
、
同
じ
誘
藏
認

す
る
こ
と
力
多
い
で
し
ょ
う
物
縷
臨

母
親
の
役
割
を
再
認
識
す
る
時
期
に
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
両
親
の
関
係

す
。
家
庭
が
く
つ
ろ
げ
る
場
で
あ
り
、

活
力
の
源
で
あ
り
、
子
ど
も
が
心
身
と

も
に
成
長
し
て
い
け
る
場
で
あ
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

家
庭
と
は
　
父
き
び
し
く
母
や
さ
し

そ
れ
で
い
い
の
だ
　
う
ち
は
違
う
が

人
並
み
に
　
叱
ら
れ
て
み
た
い
時
も
あ
る

親
父
は
俺
が
怖
い
の
か

親
を
見
り
ゃ
　
お
れ
の
将
来
　
知
れ
た
も
の

変
な
父
　
お
酒
飲
ん
で
帰
る
夜
は

だ
れ
に
遠
慮
か
　
い
つ
も
コ
ソ
コ
ソ

尊
厳
の
〃
そ
〃
の
字
が
ほ
し
い
ボ
ク
の
父

会
社
じ
ゃ
課
長
　
家
じ
ゃ
掃
除
夫

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
　
じ
ゃ
ま
に
し
て
い
る
父
な
の

に
　
親
の
言
う
こ
と
守
れ
守
れ
と

良
い
と
こ
ろ
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
も
な
し
哀
れ

ボ
ク
　
父
と
オ
レ
は
真
の
親
子
か

日
に
よ
っ
て
　
言
う
こ
と
違
う
お
母
さ
ん

テ
ー
プ
に
と
っ
て
聞
け
ば
い
い
の
に

十
四
年
　
父
の
無
能
を
吹
き
込
ま
れ

よ
う
や
く
わ
か
っ
た
　
母
の
お
ろ
か
さ

目
の
色
を
　
変
え
て
他
人
の
う
わ
さ
言
う

そ
ん
な
母
を
哀
れ
に
思
う

母
る
す
で
　
さ
て
ど
う
し
よ
う
何
と
す
る

言
わ
れ
な
け
れ
ば
や
る
こ
と
分
か
ら
ず

来
る
友
を
　
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
悪
く
言
う

母
は
私
を
守
っ
て
い
る
つ
も
り

昼
こ
れ
で
　
お
金
だ
す
け
ど
お
母
さ
ん

す
い
た
腹
に
金
た
べ
ら
れ
ぬ

あ
ま
り
に
も
　
信
用
さ
れ
ぬ
く
や
し
さ
に

つ
い
ず
る
ず
る
と
悪
い
仲
間
に

お
母
さ
ん
　
話
し
て
み
た
い
こ
と
ば
か
り

そ
れ
は
同
時
に
話
せ
な
い
の
で
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フ

葛
彦
き
き
犠
》
㌻
犠
名
応
鶴

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

・
、
豪
嚢
饗
，
認

惑

若
山

丸
山

相
崎
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た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

一登山

口
　
　
賢
　
　
上
　
野

坂
幸
恵
岩
瀬
か
ら

（
7
月
1
日
か
ら
31
日
届
け
出
分
）

あ
か
ね
園
で

　
　
　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
七
月
十
六
日
、
千
手
観
音
十
七
夜
ま

つ
り
の
歌
謡
シ
ョ
ー
に
先
立
ち
、
同
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
る
会
（
窪
田
正
巳
会

長
）
の
配
慮
で
、
あ
か
ね
園
の
人
た
ち

の
た
め
に
同
園
で
「
山
下
ひ
ろ
み
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
。
山
下
さ
ん
が
、
一
〇

歌
詞
を
見
な
い
で
川
西
音
頭
を
披
露
す

る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。
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ち
い
さ
な
展
覧
翁

諭．

▲「柿のある景色」

　3年生押木拓巳さん

》
「
無
題
」

　
一
年
生
小
林
慶
裕
さ
ん

》
「
カ
ー
テ
ン
」

　
一
年
生
柄
沢
久
恵
さ
ん

▲「マイケル・ジョーダン」

　3年生和久井祐さん

▲「無　題
　1年生村1

・
〈
川
西
中
学
校
丁

●休日救急医

8月10日長山医院（津南町）

　　　a　66－2877

中条病院（中条）

奮57－3018

17日大島医院（川原町）

　　2｝　52－2957

24日大坪医院（四日町）

　　2｝57－6100

31日田中外科医院（田中町）

　　　8　52－2403

9月7日庭野医院（寿町）

　　　盈　52－2711

”上村病院（中里村）

　盈　63－2111

h
藁

喰
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》
「
雨
に
ぬ
れ
た
花
」

　
　
　
　
　
一
年
生
富
井
裕
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猷

文
耀
顯

鷹」
越
駕

　
　
　
　
　
幽
撃

、
隊
。

・8・10⑯
．
ミ
　
騨

さ
ん

▲「ビスカス」

　1年生金子　瞳さん

　（　　　》
　9　　一
季具垂ヌ℃．」

三髪暑醸娠」遭


